
SOUTEN No.337

編集・発行／
公益財団法人　鹿屋体育大学
体育・スポーツ振興教育財団
〒891−2393 鹿屋市白水町１番地
鹿屋体育大学内
0994 − 46 − 4827（直）
編集兼発行人 風呂井　敬

財
団

月
報

羽
ば
た
け

　
　
大
空
へ

平成３１年４月⑴

模擬面接の様子

　3月 25 日、鹿屋体育大学では、平成 30 年度卒業証書・学位記授与式が厳かに執り行
われました。
　元号の改変を約一月後に迎える区切りの年となった今年度は、体育学部スポーツ総合
課程 140 名、同武道課程 51 名、大学院体育学研究科修士課程 15 名、同博士後期課程 6
名及び論文博士取得者 4名が「平成最後の卒業生・修了生」となり、卒業証書及び学位
記が授与されました。また、卒業生を代表して松本智香さんが「支えてくれた方への感
謝と共に、鹿屋体育大学で培った貴重な経験を誇りに、各分野で貢献できる人材になる
こと目指し精進します」と抱負を力強く述べました。

＝平成 30 年度卒業証書・学位記授与式＝

論文博士取得者 博士後期課程修了者

修士課程総代
小林愛実さん

武道課程総代
工藤　諒さん

答辞を述べる
松本智香さん

スポーツ総合課程総代
松江　拓さん

＝
平
成
三
十
年
度
鹿
屋
体
育
大
学

卒
業
証
書
お
よ
び
学
位
記
授
与
式
＝

学
長
　
松
　
下
　
雅
　
雄

　

本
日
こ
こ
に
、
鹿
屋
体
育

大
学
卒
業
証
書
お
よ
び
学
位

記
授
与
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

卒
業
証
書
お
よ
び
学
位
記

を
授
与
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

ご
家
族
の
方
々
を
は
じ

め
と
す
る
、
多
く
の
関

係
者
の
皆
様
の
慈
愛
あ

ふ
れ
る
ご
支
援
が
あ
っ

た
こ
と
を
、
改
め
て
思

い
起
こ
し
て
く
だ
さ

い
。
と
同
時
に
、
国
立

大
学
法
人
鹿
屋
体
育
大
学
の

教
職
員
皆
様
の
薫
陶
の
大
き

さ
に
対
し
て
、
謝
意
と
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
三
月
一
日

に
、
安
全
安
心
を
確
保
し
た

大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ

り
、
卓
越
し
た
人
材
を
育
成

す
る
目
的
で
大
学
ス
ポ
ー
ツ

協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
は
東
京
で
、
夏

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
特
に
我
が

国
の
選
手
の
活
躍
が
社
会
や

国
民
に
大
き
な
力
と
感
動
を

与
え
る
で
し
ょ
う
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幸

福
で
、
豊
か
な
生
活
を
営
む

こ
と
は
全
て
の
国
民
の
権

利
で
あ
る｣

と
法
律
と
し
て

謳
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
、
見

る
、
支
え
る
」
こ
と
が
、
人

間
や
人
間
社
会
に
対
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
価
値
を
持
つ
か
ら

だ
と
考
え
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
の
一
つ

目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
競
技
す

る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
的
、

精
神
的
能
力
を
開
発
、
発
展

さ
せ
、
ま
た
競
い
合
う
こ
と

に
よ
る
追
求
の
喜
び
や
楽
し

さ
を
享
受
で
き
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
っ
て
発
揮
さ
れ
る
素
晴

ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
、
見
る
人
に
感
動

と
夢
を
与
え
る
も
の
と
な
る

で
し
ょ
う
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で

な
く
、
真
摯
な
溌
溂
と
し
た

プ
レ
ー
は
多
く
の
人
に
感
動

を
与
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
適
度
な
強

度
、
頻
度
で
ス
ポ
ー
ツ
・
運

動
す
る
こ
と
が
、
体
力
の
維

持
・
増
進
に
役
立
つ
こ
と
で

す
。
若
い
と
き
は
、
運
動
不

足
で
も
成
長
に
よ
り
そ
れ
な

り
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
二
十
代
を

過
ぎ
か
ら
だ
を
動
か
さ
な
く

な
る
と
、
年
齢
と
と
も
に
筋

力
や
持
久
力
の
低
下
が
顕
著

に
な
り
ま
す
。
共
に
ス
ポ
ー

ツ
・
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ

り
仲
間
と
の
交
流
も
生
ま
れ

る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
三
つ
目
は
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、
地

域
が
活
性
化
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

競
技
大
会
で
は
、
参
加
す
る

選
手
だ
け
で
な
く
、
運
営
す

る
人
た
ち
、
そ
し
て
、
応
援

す
る
人
た
ち
が
一
体
と
な
っ

て
大
会
が
盛
り
上
が
り
ま

す
。
大
会
の
成
功
に
は
「
す

る
、
見
る
、
支
え
る
」
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
来
年

に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
そ
し

て
こ
こ
鹿
児
島
県
で
は
国
民

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
の
代
表
選
手
が
、

県
の
代
表
選
手
が
活
躍
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

選
手
を
支
え
る
指
導
ス
タ
ッ

フ
た
ち
、
大
会
運
営
を
支
え

る
人
た
ち
、
そ
し
て
大
会

を
盛
り
上
げ
選
手
の
活
躍
を

促
す
応
援
者
の
存
在
が
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
競

技
大
会
が
成
功
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
・
振
興

に
は
、
施
設
設
備
な
ど
物
的

環
境
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
を
準
備
・
運
営
す
る
た

め
の
経
費
も
必
要
で
し
ょ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
も

重
要
な
こ
と
は
選
手
、
指
導

者
、
運
営
者
、
そ
し
て
応
援

者
な
ど
、
人
的
要
素
だ
と
考

え
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

を
最
大
限
に
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
に
関
係
す
る
人
が

品
位
、
倫
理
観
を
も
つ
こ
と

が
肝
要
で
す
。
人
と
し
て
の

品
位
、
倫
理
観
を
失
く
せ
ば

そ
こ
で
生
ま
れ
る
も
の
が
負

の
財
産
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

本
日
、
卒
業
証
書
お
よ
び

学
位
記
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
は
、
有
償
、
無
償
に
か

か
わ
ら
ず
、
時
代
に
即
し
た

倫
理
観
を
持
っ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
伝
え
る
、
広
め
る

リ
ー
ダ
ー
の
役
目
を
、
国
内

外
を
問
わ
ず
、
担
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
切
に
希
望
し

ま
す
。

　

青
春
時
代
を
す
ご
さ
れ
た

こ
こ
大
隅
の
地
を
、
鹿
屋
体

育
大
学
を
第
二
の
ふ
る
さ
と

と
思
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
が
い
つ
で
も
、
何
度
で
も

来
訪
、
来
学
さ
れ
る
こ
と
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん

が
心
身
と
も
に
健
康
を
維
持

さ
れ
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を

教
職
員
一
同
、
心
か
ら
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
日
の
卒
業
証
書
お
よ
び
学

位
記
授
与
式
を
挙
行
す
る
に

あ
た
り
、
こ
こ
に
ご
来
賓
の

ご
臨
席
を
賜
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
皆
様
方
の
ご
参
列

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
、
卒
業
証

書
お
よ
び
学
位
記
授
与
を
祝

う
告
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
平
成

29
年
3
月
ま
で
鹿
屋
体
育
大

学
博
士
後
期
課
程
に
在
籍

し
、
こ
の
た
び
学
位
記
を
手

に
さ
れ
た
競
泳
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
の
松
田
丈
志
さ
ん
。
「
こ

の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
時
間

は
掛
か
り
ま
し
た
が
、
今
は

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
嬉
し
く

も
安
堵
も
し
て
お
り
ま
す
。

引
退
後
の
2
年
余
り
は
仕
事

と
両
立
し
な
が
ら
論
文
に
取

り
く
み
、
周
り
の
様
々
な
方

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
何
で

も
0
で
は
な
く
少
し
で
も

や
っ
て
み
る
こ
と
は
、
大
変

で
す
が
、
必
ず
何
か
し
ら
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

る
。
そ
し
て
や
り
き
っ
て
欲

し
い
」
と
後
輩
へ
の
激
励
も

込
め
て
卒
業
に
際
し
て
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

松田丈志さん
体育学研究科
（論文博士）
学位記を授与
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平
成
30
年
度
　

学
生
表
彰
者
、学
生
特
別
表
彰
者
を
決
定

◆学生表彰（学業成績優秀者）
　スポーツ総合課程	大木場　真　由
　　　　 〃	 奥　田　拓　海
　　　　 〃	 加　地　智　哉
　　　　 〃	 児　玉　佳　弘
　　　　 〃	 貞　中　愛　莉
　　　　 〃	 田　川　浩　子
　　　　 〃	 長　澤　勇　希
　　　　 〃	 松　江　　　拓
　　　　 〃	 長　井　勁　哉
　　　　 〃	 平　山　凜太郎
　　　　 〃	 松　橋　瑠　偉
　　　　 〃	 森　本　千　晶
　武道課程	 工　藤　　　諒

◆学生特別表彰（競技成績優秀者：個人）
　剣道　　	 松　本　智　香　武道課程　　　　　　4年
　体操競技	 前　野　風　哉　スポーツ総合課程　　4年
　　 〃　	 杉　野　正　尭　　　　　〃　　　　　2年
　自転車競技	 橋　本　優　弥　　　　　〃　　　　　3年

◆学生表彰（競技成績優秀者：個人）
　体操競技	 長谷川　瑞　樹　スポーツ総合課程　　3年
　漕艇　	 四　方　美　咲　　　　　〃　　　　　2年
　 〃　　	 谷　口　智佳子　　　　　〃　　　　　1年
　自転車競技	 中　井　彩　子　　　　　〃　　　　　4年
　　　〃	 西　島　叶　子　　　　　〃　　　　　4年
　　　〃	 石　井　駿　平　　　　　〃　　　　　3年
　　　〃	 長　松　大　祐　　　　　〃　　　　　2年
　カヌー	 日　髙　将　希　　　　　〃　　　　　4年
　　〃　　	 佐　藤　博　幸　　　　　〃　　　　　3年
　　〃　	 田　原　瞭　太　　　　　〃　　　　　3年
　　〃	 森　　　愛　奈　　　　　〃　　　　　3年
　　〃	 森　黒　　　開　　　　　〃　　　　　3年
　　〃	 柚　野　秀　斗　　　　　〃　　　　　3年
　　〃	 石　川　義　活　　　　　〃　　　　　2年
　　〃	 下屋敷　泰　成　　　　　〃　　　　　2年
　なぎなた	 春　山　りんか　武道課程　　　　　　1年

◆学生表彰（競技成績優秀者：団体）
　剣道部（女子）

◆学生表彰（本学の名誉を高めた者）
　ウインドサーフィン	穴　見　智　典　スポーツ総合課程　　4年

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
平

成
30
年
度
学
生
表
彰
の
選
考

を
行
い
、
卒
業
ま
で
の
学
業

成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
た
個
人
13
名
と
、

課
外
活
動
の
成
果
が
特
に
顕

著
で
あ
り
、
か
つ
、
同
大
の

課
外
活
動
の
振
興
に
功
績
が

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
競
技

成
績
優
秀
者
の
う
ち
、
全
日

本
大
会
等
に
お
い
て
優
秀
な

競
技
成
績
を
収
め
た
個
人
16

名
と
１
団
体
を
学
生
表
彰
者

と
し
て
、
更
に
課
外
活
動
の

成
果
が
特
に
顕
著
で
あ
り
、

か
つ
、
同
大
の
課
外
活
動
の

振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
た
競
技
成
績
優
秀
者

の
う
ち
、
国
際
大
会
等
に
出

場
し
優
秀
な
競
技
成
績
を
収

め
た
個
人
４
名
を
学
生
特
別

表
彰
者
と
し
て
決
定
し
ま
し

た
。

　

表
彰
式
は
、
卒
業
生
・
修

了
生
に
つ
い
て
は
３
月
25
日

の
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

式
で
、
在
学
生
に
つ
い
て
は

４
月
５
日
の
入
学
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

閉会式にて記念撮影 セミナーの授業風景

学業成績優秀者

競技成績特別優秀者

学業成績優秀者

学業成績優秀者

競技成績優秀者 本学の名誉を高めた者
　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
開
催
国
と
し
て
、

日
本
国
政
府
は
「
ス
ポ
ー
ツ

･

フ
ォ
ー
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー
」

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

鹿
屋
体
育
大
学
に
お
い
て

も
、
そ
の
推
進
事
業
の
一
環

を
委
託
さ
れ
、
２
０
１
４
年

か
ら
、
「
鹿
屋
体
育
大
学
国

際
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）」
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
世

界
各
国
・
地
域
か
ら
若
い

コ
ー
チ
、
研
究
者
を
受
け
入

れ
、
将
来
を
見
据
え
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
す
る
こ
と
、
な
ら
び

に
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
国

際
的
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
短
期
間
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

２
月
28
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
９
回
の
本
セ
ミ
ナ
ー

に
は
、
書
類
審
査
と
面
接
を

経
て
選
ば
れ
た
14
名
が
、
12

の
国
と
地
域
か
ら
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
筑
波
大
学
よ

り
、
つ
く
ば
国
際
ス
ポ
ー
ツ

ア
カ
デ
ミ
ー
の
参
加
学
生
1

名
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
剣
道
・
柔
道
を

通
じ
た
武
道
の
体
験
学
習
や

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

研
究
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
活

用
し
た
競
技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
医
科

学
サ
ポ
ー
ト
及
び
コ
ー
チ
や

ア
ス
リ
ー
ト
の
実
践
知
の
研

究
を
促
進
す
る
「
最
先
端
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

コ
ー
ス
」
が
開
講
さ
れ
、
国

内
外
か
ら
招
聘
さ
れ
た
講
師

及
び
同
大
学
教
員
よ
り
、
英

国
際
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催語

に
よ
る
講
義
・
演
習
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
期
間
中

の
土
日
に
は
鹿
屋
市
内
の
ご

家
庭
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
日
本
文
化

を
存
分
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
特
色
を

活
か
し
た
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
に
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ズ

ム
の
普
及
と
知
的
財
産
で
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
推
進
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
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○飲酒は20歳になってから。

○飲酒は楽しく、適量を。

○妊娠中、授乳期の飲酒はお控えください。

○飲酒運転は法律で禁止されています。

〒８９３―００１６

鹿児島県鹿屋市白崎町２１番１号
電 話（０９９４）４４ー２１９０ FAX （０９９４）４０ー０９５０

まっすぐに。 正直に。
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御礼を述べる穴見さん

激励の挨拶をする風呂井理事長
　

3
月
22
日
、
本
財
団
で

は
国
内
外
の
競
技
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
鹿

屋
体
育
大
学
の
学
生
や
競

技
団
体
に
対
し
て
「
ス

ポ
ー
ツ
奨
学
金
」
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
厳
選
な
基
準

に
よ
り
選
ば
れ
た
平
成
30

年
度
の
受
賞
者
は
、
国
際

大
会
に
出
場
し
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
学
生
に
「
特

別
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
」
と

し
て
５
名
、「
冠
ス
ポ
ー

特別スポーツ奨学金
課外活動団体名 氏　名 大会名 種目・記録 成績

体操競技部 杉　野　正　尭 2018FIG チャレンジカップ　スロベニア大会 鉄棒・14.100 1 位
前　野　風　哉 第 18 回アジア競技大会 団体総合・248.55 2 位

自転車競技部 橋　本　優　弥 第 18 回アジア競技大会 女子 4km チームパーシュート 3 位
剣道部 松　本　智　香 第 17 回世界剣道選手権大会 女子団体 優勝
ウィンド 

サーフィン部 穴　見　智　典 The　Professional　Windsurfers　Association 
World　Tour　2018 「フォイル」　U21 クラス 1 位 

（年間チャンピオン）

冠スポーツ奨学金（団体）
課外活動
団体名 大会名 種目名等 成績

剣道部
（女子）

第 37 回
全日本女子学生
剣道優勝大会

団体 優勝

なぎなた
部

第 57 回全日本学生
なぎなた選手権大会

団体
試合の部 準優勝

冠スポーツ奨学金（個人）
陸上競技部 日　隈　彩　美 2018 日本学生陸上競技個人選手権大会 女子 1500 ｍ　4 分 25 秒 65 2 位

高　木　駿　一 2018 日本学生陸上競技個人選手権大会 男子 800 ｍ　1 分 51 秒 22 2 位
テニス部 今　村　凪　沙 平成 30 年度全日本学生室内テニス選手権大会 女子シングルス 3 位
漕艇部 四　方　美　咲・谷　口　智佳子 第 96 回全日本選手権大会 女子ダブルスカル 2 位

カヌー部

柚　野　秀　斗 2018 年第 54 回全日本学生カヌースプリント選手権大会 カナディアンシングル（C-1）1000 ｍ 1 位
森　　　愛　菜 2018 年第 54 回全日本学生カヌースプリント選手権大会 女子カヤックシングル（WK-1）200 ｍ 1 位
日　髙　将　希 2018 年第 54 回全日本学生カヌースプリント選手権大会 カナディアンシングル（C-1）200 ｍ 3 位

田　原　瞭　太・森　黒　　　開 平成 30 年度 SUBARU 日本カヌースプリント選手権大会 カヤックペア (K-2)　1000 ｍ 3 位
下屋敷　泰　成・柚　野　秀　斗 2018 年第 54 回全日本学生カヌースプリント選手権大会 カナディアンペア（C-2）　200 ｍ 1 位
石　川　義　活・佐　藤　博　幸 
柚　野　秀　斗・日　髙　将　希 2018 年第 54 回全日本学生カヌースプリント選手権大会 カナディアン 500 ｍ× 4（C1× 4）

リレー 1 位
岡　村　真　鳥・佐　藤　博　幸 
柚　野　秀　斗・日　髙　将　希 2018 年第 54 回全日本学生カヌースプリント選手権大会 カナディアンフォア（C-4）1000 ｍ 2 位
安　藤　久　騎・内　田　海　斗 
橋　沼　　　新・田　原　瞭　太 2018 年第 54 回全日本学生カヌースプリント選手権大会 カヤック 500 ｍ× 4（K1× 4）

リレー 3 位

体操競技部
杉　野　正　尭 第 72 回全日本学生体操競技選手権大会 あん馬 1 位
前　野　風　哉 第 72 回全日本学生体操競技選手権大会 つり輪 2 位
長谷川　瑞　樹 第 72 回全日本体操競技種目別選手権大会 跳馬 2 位

なぎなた部 春　山　りんか 第 57 回全日本学生なぎなた選手権大会 個人試合の部 1 位

自転車
競技部

橋　本　優　弥 第 87 回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 
2018 日本パラサイクリング選手権・トラック大会

女子エリート　3 ｋｍ
個人パーシュート 2 位

松　本　憲　斗 第 74 回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子オムニアム 3 位
西　島　叶　子 第 74 回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子スプリント 1 位
阿　部　将　大 第 59 回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子ケイリン決勝 3 位
内　村　風羽香 第 59 回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子スプリント 3 位
中　井　彩　子 第 87 回全日本自転車競技選手権大会ロードレース ロードレース　女子 U23 1 位
長　松　大　祐 第 59 回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子ポイントレース決勝 1 位
石　井　駿　平 第 34 回全日本学生選手権個人ロードレース大会 男子個人ロードレース 1 位
西　森　彩良々 第 20 回全日本学生選手権クリテリウム大会 女子クリテリウム決勝 3 位

水泳部 小　林　祐　馬 第 94 回日本学生選手権水泳競技大会 男子 400 ｍ自由形 3 位

地
元
企
業
の
皆
様
か
ら
の
ご

寄
付
に
よ
り
贈
呈
さ
れ
る
も

の
で
、
代
表
し
て
ウ
イ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
部
所
属
の
穴
見

智
典
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合

課
程
４
年
）
に
、
風
呂
井
敬

本
財
団
理
事
長
か
ら
奨
学
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

SP研究センター
協力者会議
を開催

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
2

月
7
日
に
、
平
成
30
年
度
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
協
力
者
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
と
な
っ
た
今
回

は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
勝

田
隆
氏
を
お
招
き
し
、「
ス

ポ
ー
ツ
の
今
と
未
来
～
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
～
」
と
い
う
題
目

で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
ま
く

社
会
の
変
容
や
、人
と
ス
ポ
ー

ツ
の
関
わ
り
、
ま
た
ハ
イ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
が

目
指
す
姿
な
ど
、
ア
ス
リ
ー

ト
サ
ポ
ー
ト
の
最
前
線
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
前
田
明
セ
ン

タ
ー
長
か
ら
は
、
最
先
端
研

究
設
備
を
備
え
る
同
大
学
屋

内
教
育
研
究
施
設
と
し
て
活

動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
最
後
に
設
け
ら
れ

た
全
体
討
議
で
は
、
参
加
者

の
教
員
、
学
生
な
ど
か
ら
勝

田
氏
へ
、
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ま
で

蓄
積
し
て
き
た
情
報
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
問

が
行
わ
れ
る
等
有
意
義
な
協

力
者
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

平成30年度 
冠スポーツ奨学金、
特別スポーツ奨学金を贈呈

ツ
奨
学
金
」
と
し
て
個
人

31
名
と
２
団
体
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
奨
学
金
は
、

講師の勝田隆氏

ウインドサーフィン部

なぎなた部

剣道部（女子）

体操競技部

テニス部陸上競技部

水泳部

カヌー部

自転車競技部

漕艇部
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叢
さ
ん（
留
学
生
）小
学
校
で「
先
生
」体
験

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱ 

様
（
三
万
円
）

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
木
原
沙

織
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
４
年
）
が
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
産
業
学
会
と
（
公
財
）
笹

川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
と
の
共
催

で
行
わ
れ
た
「
リ
サ
ー
チ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
９
」

に
お
い
て
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財

団
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
リ

サ
ー
チ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

は
、
専
門
学
校
生
や
大
学
生

等
が
自
身
の
研
究
分
野
に
つ

い
て
発
表
し
、
そ
の
学
術
性

と
新
規
性
を
競
い
、
発
表
者

19
名
の
う
ち
２
名
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

受
賞
は
、「
脳
波
解
析
を

用
い
た
Ｖ
Ｒ
視
聴
と
テ
レ
ビ

視
聴
の
感
情
変
化
の
研
究
」

と
題
し
、
卒
業
論
文
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
人
の
感
情

を
数
値
で
可
視
化
す
る
こ
と

木
原
沙
織
さ
ん
　
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
賞
受
賞
！

日
本
ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
会
「
リ
サ
ー
チ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
９
」

平成３０年度退職教員の紹介
所属／職名 氏　名

スポーツ生命科学系／教授 金久　博昭
スポーツ人文・応用社会科学系／教授 吉武　裕
スポーツ人文・応用社会科学系／教授 鵜木　親志
スポーツ人文・応用社会科学系／講師 藤坂　由美子

名
誉
教
授
称
号
と

永
年
勤
続
の
表
彰
を
授
与

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
本

年
3
月
31
日
に
定
年
退
職
さ

れ
た
金
久
教
授
と
吉
武
教
授

に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授

与
、
さ
ら
に
吉
武
教
授
に
は

永
年
勤
続
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

名
誉
教
授
の
称
号
は
、
同

大
学
の
教
授
を
退
職
し
、
教

育
・
学
術
上
ま
た
は
大
学
運

営
上
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た

方
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

金
久
教
授
は
、
平
成
22
年

に
同
大
学
に
着
任
さ
れ
、
運

動
処
方
論
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

科
学
特
殊
研
究
等
、
主
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
分
野
に
関

す
る
教
育
研
究
に
携
わ
り
、

教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
平
成
26
年
8
月
か
ら
平

成
28
年
7
月
ま
で
の
2
年

間
、
副
学
長
と
し
て
、
平
成

28
年
8
月
か
ら
平
成
30
年
3

月
ま
で
の
1
年
8
か
月
間
、

理
事
・
副
学
長
と
し
て
、
同

大
学
の
管
理
運
営
に
ご
尽
力

く
だ
さ
り
、
多
大
な
る
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
武
教
授
は
、
平
成
12
年

か
ら
約
19
年
間
、
ス
ポ
ー
ツ

老
年
学
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学

特
講
等
の
運
動
生
理
学
分
野

に
関
す
る
教
育
研
究
に
精
励

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
担
当
学
長
補
佐
や

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

長
、
教
員
組
織
の
主
任
な

ど
、
長
き
に
わ
た
り
同
大
学

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

授
与
式
で
は
、
松
下
雅
雄

学
長
か
ら
長
年
に
わ
た
る
ご

尽
力
へ
感
謝
の
意
と
共
に
授

与
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

証書を持つ金久教授（左）と
吉武教授（右）を囲んで

左から松下学長、木原さん、萩原指導教員
　

平
成
31
年
3
月
31
日

付
け
で
、
鹿
屋
体
育
大

学
を
退
職
さ
れ
た
先
生

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
教

育
・
研
究
へ
ご
尽
力
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県

国
際
交
流
協
会
が
実
施
し
て

い
る
「
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
と
留
学

生
が
先
生
」
事
業
と
し
て
2

月
15
日
、
志
布
志
市
立
原
田

小
学
校
に
お
い
て
留
学
生
の

叢
瑋
（
ソ
ウ
イ
）
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
2
年
）
が

小
学
校
の
「
先
生
」
と
し
て

授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

主
に
6
年
生
を
対
象
に
し

た
授
業
で
は
、
出
身
国
で
あ

る
中
国
特
有
の
動
物
、
建

物
、
文
化
、
紙
幣
や
カ
ン

フ
ー
に
つ
い
て
紹
介
が
さ
れ

ま
し
た
。
初
め
は
緊
張
し
て

い
た
叢
さ
ん
で
し
た
が
、
明

る
く
活
発
な
児
童
の
皆
さ
ん

が
積
極
的
に
発
言
や
質
問
を

寄
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
助
け

ら
れ
、
無
事
に
授
業
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
後
に
は
、
児
童
の
皆

さ
ん
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
た

り
、
お
礼
の
手
紙
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
叢
さ
ん
に
と
っ
て

は
短
い
時
間
で
し
た
が
、

今
後
も
国
際
交
流
に
力

を
尽
く
し
た
い
と
い
う

思
い
を
新
た
に
し
た
機

会
と
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　

本
事
業
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）
青
年
海

外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
と
留
学

生
が
協
力
し
、
同
大
学

が
所
在
す
る
大
隅
地
域

の
小
中
学
校
を
中
心

に
文
化
紹
介
授
業
を
行

い
、
自
身
の
体
験
や
母

国
に
つ
い
て
語
る
こ
と

で
、
小
中
学
生
に
国
際
理
解

や
異
文
化
交
流
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
留
学
生
に
参

加
を
案
内
す
る
予
定
で
す
。

を
目
指
し
て
い
る
研
究
内

容
。
今
回
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

時
の「
満
足
」「
疲
労
」「
集
中
」

な
ど
の
感
情
を
テ
レ
ビ
を
直

接
観
た
場
合
と
Ｖ
Ｒ
を
通
し

て
観
た
場
合
の
違
い
に
着
眼

し
、
一
つ
の
新
た
な
デ
ー
タ

を
導
き
出
し
ま
し
た
。
受
賞

式
で
は
、
今
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
に
話
題
を
呼
び
つ
つ
あ
る

Ｖ
Ｒ
や
、
感
情
を
可
視
化
す

る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
波
及

効
果
に
多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
報
告
を
う
け
た
松
下

雅
雄
学
長
か
ら
「
女
性
研
究

者
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
高
み

を
目
指
し
て
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
さ
れ
た
木
原
さ

ん
は
、「
環
境
が
整
っ
て
い

る
今
を
大
切
に
し
て
、
頑
張

り
ま
す
」
と
応
え
ま
し
た
。

木
原
さ
ん
は
、
４
月
か
ら
同

大
学
の
修
士
課
程
に
進
学
が

決
ま
っ
て
お
り
、
益
々
の
ご

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学内行事  ５月
19日	・大学説明会
	 　（東京サテライト
　　　 キャンパス）
31日	・卒業研究の概要
　　 （プロポーザル）
　　   提出締切（４年次）

闘いのスケジュール  ５月
 3日・�平成31年度九州大学春季バレーボール男子1部

リーグ大会　第2週
　　　（～5　福岡/西日本工業大学）
 5日・�平成31年度九州大学春季バレーボール女子1部

リーグ大会　第2週
　　　（～6　福岡/北九州市小倉北体育館）
16日・�平成31年度九州大学春季バレーボール男子1部

リーグ大会　第3週
　　　（～19　佐賀/佐賀県総合体育館）
17日・第89回九州学生陸上競技対校選手権大会
　　　（～19　熊本/えがお・健康スタジアム）
18日・第58回ＮＨＫ杯体操
　　　（～19　東京/武蔵野の森総合スポーツプラザ）
23日・�平成31年度九州大学春季バレーボール女子1部

リーグ大会　第3週
　　　（～26　長崎/佐世保市東部スポーツ広場体育館）
30日・ジャパンオープン2019（50ｍ）
　　　（～6/2　東京/東京辰巳国際水泳場）

授業料の納付について
　平成31年度前期分授業料は、下記のとおり銀行口座
引落を行いますので、よろしくお願いいたします。
１．銀行口座引落日：５月７日（火）
　　※新入生は、５月27日（月）
　　前日までに引落口座へ入金してください。
２．授業料（半期分）：267,900円
３．問い合わせ先
　　鹿屋体育大学 財務課出納係 TEL 0994－46－4840

事
務
局
か
ら

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、

平
成
元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

年
会
費
（
寄
付
金
）
は
一
口
企
業

三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財

団
に
対
す
る
年
会
費
（
寄
付
金
）

に
つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を
超
え
る

ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

超
え
る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の
寄

付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く

は
現
金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金

融
機
関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行　

鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別

な
る
御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【テニス】
◆平成30年度九州学生室内テニス選手権大会
（2/7～14　福岡/博多の森テニス競技場室内コート）
▽男子
　シングルス	 1位	 田代　翔
	 3位	 吉松　瑞生
　ダブルス	 2位	 吉松・川島
▽女子
　シングルス	 1位	 今村　凪沙
　ダブルス	 2位	 今村・岡﨑
　	 3位	 英・大津
【水泳】
◆第39回九州カップ水泳競技大会
（2/2～3　福岡/福岡市立総合西市民プール）
▽男子
　200m自由形	 2位	 小林　祐馬

	 3位	 古賀　圭一郎
　400m自由形　	 1位	 小林　祐馬
	 2位	 野﨑　充
	 3位	 可德　圭秀
　1500m自由形　	 1位	 小林　祐馬
　200m背泳ぎ	 3位	 門田　凌我
　50mバタフライ	 1位	 菊池　玲希
　100mバタフライ	 2位	 榊　大希
	 3位	 菊池　玲希
　200mバタフライ	 1位	 野﨑　充
	 2位	 榊　大希
　200m個人メドレー	 3位	 田崎　竜成
　400m個人メドレー	 1位	 野﨑　充
▽女子
　100m自由形	 1位	 髙宮　玲音
　200m自由形	 1位	 髙宮　玲音
	 2位	 川﨑　碧
　400m自由形　	 2位	 川﨑　碧
	 3位	 小川　真侑
　800m自由形　	 1位	 川﨑　碧
	 2位	 小川　真侑

　100m背泳ぎ	 2位	 山口　藍李
　200m背泳ぎ　	 1位	 山口　藍李
　200m平泳ぎ	 2位	 五十嵐　陽美
　100mバタフライ	 1位	 小林　瑠那
　200mバタフライ　	 1位	 小林　瑠那
◆きららカップ2019
（2/8～10　山口/山口きらら博記念公園水泳プール）
▽男子
　1500m自由形　	 7位	 可德　圭秀
　200m背泳ぎ	 4位	 黒川　真吾
　100mバタフライ	 6位	 榊　大希
　200mバタフライ	 4位	 榊　大希
　400m個人メドレー	 8位	 田崎　竜成
▽女子
　200m自由形	 6位	 髙宮　玲音
　100mバタフライ	 8位	 小林　瑠那
◆第35回コナミオープン水泳競技大会
（2/16～17　千葉/千葉県国際総合水泳場）
▽男子
　400m自由形	 3位	 小林　祐馬
　1500m自由形　	 6位	 小林　祐馬

◆2018年度第14回長崎県春季招待水泳公認記録会
（2/23～24　長崎/長崎市民総合プール）
▽男子
　400m自由形	 2位	 可德　圭秀
　1500m自由形　	 2位	 可德　圭秀
▽女子
　200m自由形	 1位	 鳥居　真世
　400m自由形	 1位	 鳥居　真世
【柔道】
◆第31回全国体育系学生柔道体重別選手権大会
（2/23～24　東京/講道館）
▽男子
　81㎏級	 8位	 田中　龍矢
【自転車競技】
◆2018年度全日本学生ロードレースカップシリーズ第12戦
（2/17　埼玉/川島町三保谷・八ツ保地区　役場前）
▽男子
　クリテリウム　クラス1
	 6位	 重満　丈

２月


